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 「日本とは何か」を最後まで探求し続けた網野善彦の言を借りるならば、現代日本は「人類社会の
青年時代から壮年時代への転換」に伴う激動の最中にあると言うことが出来る。この激動は日本にお
いて「先進国」を自称する国々の中でも極めて突出した混迷を生み出している。本報告に関わるとこ
ろでは、１つに、公害事件に始まる自然環境の危機についてであり、もう１つは、人間の心身の危機
についてである。近年では特に後者の「人間の危機」が深刻さを増している。両者は密接に連関して
おり、本来、切り離せないものであるが、近代社会はこれら 2 つを分断させる一方で、財とサービス
の拡充と問題への対処的応急によって「青年時代」を持続可能な形で続けていこうと未だ執着してい
る。 
 本報告では、以上のような転換の時代の問題に対し、人間の共同の観点から検討する。それは同時
に「壮年時代」に軟着陸する際に求められる人間存在の倫理とは何かを今一度再考することにもつな
がると思われる。まず初めに、現代日本の人間の共同に関する根本問題について〈公-共-私〉の 3 つ
の枠組みからこれまでの共同の議論において〈共の世界〉に対する視点が看過されてきたことを指摘
する。またこのことが〈むき出しの個人〉という人間存在を生み出したことも示す。次に、人間の共
同と〈むき出しの個人〉の問題を踏まえ、改めて環境倫理における「環境」と「倫理」を見直す。環
境倫理は自然環境問題だけを論点とするのではなく、より原理的には主体に対して存在する世界、換
言すれば、人間が自然環境を介して他者と共に生きるための“環境”に関する倫理の問題であるとも
捉えることができ、このような環境倫理を風土論から論じる。 
 風土論における自然と人間の共生という見方は、いのちの回復と自然の取り戻しについて、生命的
基盤の確保と生命的自然の重要性を改めて確認するものである。風土論から明らかとなるのは、環境
倫理とは第一義にローカルな場所を生命的基盤とし、この基盤の確保から醸成される倫理が自然環境
や他者、他の集団との関わりに求められるふるまい方を教えることである。最後にこのローカルな場
所を維持管理・運営する人間の共同をどうやって構築していくのかについて、〈2 つの自発性〉から
〈経験的自発性〉という概念を提起したい。それは「青年時代」に提唱されてきた〈内面的自発性〉
に対し、いのちと自然を持続可能な形で次の世代に継承していくために必要とされる自治的共同の核
心的契機となるものである。〈経験的自発性〉は、人間-自然、人間-人間との関わりの渦中から育まれ
ていくものであり、これをいかにして現代社会に根づかせていくのかが本報告における環境倫理的問
いとなる。 
 
